
世界総人口１／４へのパスポート

月刊イスラム市場
《ダイジェスト版》

次なる市場への進出を検討中の企業様、必見！
『月刊イスラム市場』発刊のお知らせ
～「宗教を切り口に」次なる市場を開拓～

　昨今の日中関係の悪化や、著しい新興国の経済成長の勢いを背景に、本格的にチャイナ＋１の時代が到来しています。皆様の視線の先
には、生産拠点、販売市場としての、インドネシア、タイ、ベトナム、マレーシアといった ASEAN諸国があるのではないでしょうか？
そんな中、東南アジアにありながら、世界最大のイスラム教人口を抱えるインドネシアや、イスラム教を国教とするマレーシア、ブルネ
イなどの国々の存在を背景に、「イスラム教」という「宗教を切り口に」東南アジア市場を開拓して行こうという流れが、ようやく日本
でも大きな流れとなり始めています。

　しかし日本において「イスラム教」に関する情報は非常に限られており、情報不足の状況が続いていると感じています。
そこで弊社では、この現状に対処すべく、昨年１０月よりイスラム経済の現状やビジネスチャンス、イスラム教徒の習慣や文化、ものの
見方や考え方、それに関連する法律や会計制度など、イスラム市場に関する情報を包括的に提供する為の月刊マガジン「月刊イスラム市
場」を発刊させて頂いております。

　こちらのダイジェスト版には、過去に掲載された記事の一部をまとめさせて頂いております。
世界人口１／４、１７億人の巨大なイスラム市場に、皆様の事業、商品、サービスがリーチできる羅針盤となれるよう、リサーチャー、
編集員一同日々邁進して参ります。是非この機会に「月刊イスラム市場」のご購読をご検討頂ければ幸いです。
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チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
マ
サ
ラ
は
、
チ
キ
ン

テ
ィ
ッ
カ
（
鶏
肉
の
塊
を
ス
パ
イ
ス
と
ヨ
ー
グ

ル
ト
と
共
に
マ
リ
ネ
ー
ド
に
漬
け
た
も
の
）
を

タ
ン
ド
ー
ル
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
、
ス
パ
イ
ス
の

入
っ
た
マ
サ
ラ
ソ
ー
ス
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
ト
マ
ト
と
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
（
セ
リ
科
の
多

年
草
で
、
香
味
料
に
用
い
ら
れ
る
）
の
ソ
ー
ス

が
一
般
的
で
あ
る
も
の
の
、
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ

マ
サ
ラ
に
は
一
般
的
に
決
ま
っ
た
レ
シ
ピ
は
な

く
、
48
の
レ
シ
ピ
を
見
て
も
共
通
し
て
い
た
の

は
、
材
料
に
鶏
肉
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
だ
け

だ
っ
た
。

　　

チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
マ
サ
ラ
の
歴
史
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
タ
ン
ド
ー
ル
オ
ー
ブ
ン
が
発
明

さ
れ
た
5
0
0
0
年
前
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
時
の
イ
ン
ド
の
人
々
は
チ
キ
ン
を

上
手
く
活
用
し
、
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、現
在
は
小
さ
な
一
塊
の
こ
と
を「
テ
ィ
ッ

カ
」
と
呼
ぶ
が
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？
ム
ガ
ー
ル

帝
国
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
バ
ー
ブ
ル
は
鶏
肉
の

骨
が
大
嫌
い
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
は
パ
ン
ジ
ャ

ブ
洲
の
シ
ェ
フ
に
タ
ン
ド
ー
ル
オ
ー
ブ
ン
で
調

理
す
る
前
に
骨
を
全
て
除
い
て
お
く
様
に
命
じ

た
。
そ
の
シ
ェ
フ
の
心
遣
い
を
ペ
ル
シ
ア
語
で

「
テ
ィ
ッ
カ
」
と
呼
ん
だ
の
が
始
ま
り
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

市
場
を
知
る
に
は
ま
ず
は
食
か
ら
!?
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サ
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そ
の
後
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ス
パ
イ
ス
と
共
に

マ
リ
ネ
に
漬
け
る
等
の
行
程
が
加
え
ら
れ
、
こ

の
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
皇
帝
の
注
文
か
ら
始
ま
っ

た
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
は
階
層
問
わ
ず
人
気
の
料

理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
マ
サ
ラ
は
イ
ギ
リ
ス
の
イ

ン
ド
料
理
店
で
働
く
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
人

の
シ
ェ
フ
が
考
案
し
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

1
9
6
0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
が
彼
の
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
の
水
気
が

足
り
な
か
っ
た
た
め
に
、
作
り
直
し
を
命
じ

た
。
シ
ェ
フ
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
社
の
ト
マ
ト
ス
ー

プ
の
缶
を
渡
し
、
ス
パ
イ
ス
と
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
振
り
か
け
た
。
バ
ー
ブ
ル
皇
帝
の
時
代
か
ら

4
5
0
年
後
、
こ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
マ
サ
ラ
始
ま

り
の
街
に
し
た
の
で
あ
る
。

　　

調
査
に
よ
る
と
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
マ
サ
ラ
は

今
で
も
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
最
も
人
気
の
あ

る
食
べ
物
の
一
つ
で
あ
る
が
、
近
年
広
東
料
理

の
鶏
肉
炒
め
が
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
代

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
そ
う
だ
。
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
ア
ジ
ア
料
理
の
普
及
は
こ
の
国
の
多
様
性

に
対
す
る
寛
容
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
ろ

う
。

　

現
在
で
は
50
種
類
以
上
も
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
だ

が
、
チ
キ
ン
が
メ
イ
ン
の
材
料
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ギ

リ
ス
で
売
ら
れ
て
い
る
カ
レ
ー
の
約
15
%
が

こ
の
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
マ
サ
ラ
で
あ
る
と
い

う
。
国
際
カ
レ
ー
週
間
協
会
の
会
長
に
よ
る

と
、
イ
ギ
リ
ス
で
1
年
間
に
売
ら
れ
る
チ
キ
ン

テ
ィ
ッ
カ
を
積
み
重
ね
る
と
、
世
界
最
大
の

ド
ー
ム
で
あ
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
記
念
ド
ー
ム
の

2
7
7
0
倍
の
高
さ
に
な
る
そ
う
だ
。

　

ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
時
代
か
ら
多
く
の
変
遷
を

経
た
も
の
の
、
チ
キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
を
ベ
ー
ス
に

し
た
カ
レ
ー
は
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
最
高
の
発
明
品
と
し
て
今
も
健
在
し
て

い
る
。
現
在
で
は
南
ア
ジ
ア
全
般
、
特
に
バ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
好
ま
れ
て
い

る
。

ルーツの鶏肉を守りながら
も、多様に変化している『チ
キンティッカマサラ』（右上、
左上）と、世界最大のドーム
である『グリニッジ記念ドー
ム』（右下）

世界各地でその姿を変えながら人気となって
いる、チキンティッカマサラ。
しかし一方で、そのルーツである『チキン』は、
どこに行っても変わらず愛用されている。


